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薬科大学、薬学部（以下、薬系大学）の定員数が初めて減少

した｡2000年度頃から続いた既設校での定員枠の拡大に加え、03

年度から始まった薬系大学新設ラッシュにより、毎年、薬学生

の定員は増加しつづけてきた。しかし今年度、08年度からの受

験・入学者の減少傾向を受け、初めて複数校が同時に定員削減

に踏み切った。これにより、総定員が減少したにもかかわらず

全体の定員充足率は前年度に続き1.0を下回り“定員割れ”とな

った。総定員数が１万3344人（150人減）に対し、東大を除く総

入学者数は１万2867人。従って定員充足率は昨年の0.98をさらに

下回る0.97となった（表）

全国の薬系大学は、新設ラッシュが始まる直前の02年度まで

は国公立17校、私立29校。その定員数も定員枠が安定していた

99年度のころは全46校、合わせて8090人程度であった。しかし、

既設校の定員枠拡大が続き、その後の新設ラッシュにより、08

年度には最大の74校で１万3494人にまで拡大した。

定員割れ続く私立薬系大学 
かつての新設ラッシュ一転 

しかし、08年以降、受験者数の伸び悩みと入学者数の減少傾

向が続く。今年度から青森大、奥羽大、徳島文理大、同香川薬

学部の４校において、それぞれ30、60、30、30人の定員削減が

行われた。その結果、総定員数は前年度より150人少ない、１万

3344人と初めて減少に転じた。

また、教養学部入学となる東大薬学部を除き、今年度の総定

員数１万3264人に対し入学者数は１万2867人で、定員充足率は

0.97、昨年度の0.98をさらに下回った。

充足率が1.0を割ったのは前年度より１校多い23校に達した。

0.97以上は誤差範囲とすれば、19校が実質的な定員割れに至った

といえよう。

大きく定員割れしたのは、東北地方と７校が収集する“激戦

区”千葉県、中・四国地方で目立つ。その多くが前年度と同様

に新設校であった。総体的に受験者数の減少も続いており、来

年度も定員を削減する薬系大学が現れる可能性もある。

病院勤務の薬剤師によ

る職能集団「日本病院薬

剤師会」では、2006年度

より「がん専門薬剤師」

制度の立ち上げを皮切り

に、感染制御、精神科、

さらに今年度に入ってか

ら「妊婦・授乳婦専門薬

剤師」「ＨＩＶ感染症専

門薬剤師」が本格的に動

き出した。また、それぞ

れの“専門”の前段階と

なる「認定薬剤師」制度

の認定要件、研修施設も

認定され、この夏から実

務研修もスタートする。

ＨＩＶ感染症専門薬剤

師については５月１日現

在、これまでの学会発表

や実務経験など実績を背

景に、過渡的措置によりＨＩＶ感染症専門薬

剤師が13人認定されている。同様に妊婦・授

乳婦専門薬剤師も同日付で、過渡的措置によ

り５人が認定されている。今後、専門学会所

属、一定の発表論文数、業務実績、指定の研

修施設での実務研修などを修め、試験をクリ

アすれば“認定薬剤師”となることができる。

次のステップ「専門薬剤師」への道も開ける。

このほかにも新たな専門薬剤師・認定薬剤

師制度ができつつある。直近では07年3月、

日本緩和医療薬学会が設立され、10年１月か

ら「緩和薬物療法認定薬剤師」の認定試験を

開始する。

政府方針として在宅医療が推進され、保険

薬局においても適切な緩和療法への対応が望

まれている。そこで薬局・病院薬剤部の別な

く緩和療法に対する高い専門性が望まれてい

る。当面は“認定薬剤師”だが、次の段階と

しては緩和薬物療法の“専門薬剤師”が模索

される。

さらに今後、日本プライマリ・ケア学会に

よる「プライマリ・ケア認定薬剤師」制度の

創設が模索されている。今年５月末に京都で、

総会を開催し、キックオフ・シンポジウムが

開催されるはずだったが、新型インフルエン

ザの影響により10月に延期された。地域医療

の担い手の一人として、薬剤師の活躍が望ま

れている現れといえよう。

一方、病院の医師不足という社会問題も追

い風となって、病院薬剤師、看護師にこれま

での枠にとらわれない新たな業務を任せよう

という、スキルミックス（多職種協働）推進

の機運が高まっている。

絶対的な法による業務の壁はあるが、グレ

ーゾーンがあるのも事実。患者のために薬剤

師ができること。チーム医療の一員として薬

剤師に期待されること。これが合致したとこ

ろに、新たな業務・役割が発生してくるであ

ろう。

現在、一部大学でバイタルサインのチェッ

クなど、先進的な教育が推進されているが、

現場でもスキルミックスの多様な事例が挙が

っている。

スキルミックス推進を掲げる日本病院薬剤

師会会長の堀内龍也氏は「最終的には『薬物

療法は全て薬剤師の責任』というところを目

指している」と述べている。決して“小型医

師”を目指すのではない。薬剤師としての専

門性を高める中で業務の幅が広がっていくに

過ぎない。他職種、患者は、薬剤師ならでは

の専門性を要求している。
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